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１．研究計画の概要 

 

1) 看護系大学院修了者支援プログラムの実
施と評価 

目的：看護系大学院修了者が医療機関におい
てその能力を持続的に開発するために作成
した支援プログラムの精練、実施および評価
を行う。 

支援プログラム：２つのワークショップから
構成され、①コンサルテーション実践力向上、
②組織内における役割葛藤解決のための能
力向上、③大学院修了者同士の相互サポート
の目的で実施および評価を行う 

分析方法：質問紙およびワークショップ内容
を質的帰納的方法により分析し、ワークショ
ップ評価を行う 

2) 看護系大学院修了者支援プログラムの精
練と展開―専門看護師が必要とする看護管
理者からの支援に関する予備調査― 

目的：本研究は、専門看護師としての役割を
遂行する上で必要とされる看護管理者から
の支援内容を明らかにし、看護の質向上のた
めに必要とされる専門看護師と看護管理者
とのよりよい関係性を構築するための方法
を検討することを目的とする。 

研究方法：対象者：国内および国外の看護
管理者および専門看護師      

調査方法：面接調査 

調査内容：①看護管理者：専門看護師の配置
の現状や専門看護師に期待する役割など     

②専門看護師：現在の専門看護師としての役
割や看護管理者との連携の工夫など  

分析方法：質的帰納的分析方法   

調査時期：2009 年 7 月～2011 年 2 月 

 

２．研究の進捗状況 

１）看護系大学院修了者支援プログラムの実
施と評価 

 支援プログラムの参加者は平成 18 年度よ
り平成 21 年度まで延べ 21 名で、単年度では
約５名となる。平成 20、21 年度に国外招聘
教授に本研究のコンサルテーションを受け
た結果、少数サンプルのため、平成 22 年度
も同様のワークショップを実施し評価を行
う必要性を指摘されたため、平成 22 年度も
支援プログラムを継続して実施する計画を
立てた。 

平成 21 年度までの対象者の支援プログラ
ムの評価では、２回のワークショップの効果
について肯定的なものであったが、回数や、
専門看護師経験が長い者はより高度な内容
の事例検討を希望しており、支援プログラム
参加者のバックグラウンドをよりきめ細か
く設定する必要性が示唆された。 

また、支援プログラムでは、コンサルテー
ションを中心とした討論が行われた。討論の
内容から、組織における看護管理者と専門看
護師の連携の問題が多く抽出された。そのた
め、「看護系大学院修了者支援プログラムの
精練と展開―専門看護師が必要とする看護
管理者からの支援に関する予備調査―」の成
果を支援プログラムの精錬のために活用す
る必要性が示唆された。 

 

２）看護系大学院修了者支援プログラムの精
練と展開―専門看護師が必要とする看護管
理者からの支援に関する予備調査― 

 国内および国外調査は予備調査を国内１
施設、国外２カ所において行った後、平成 21

年度には学内倫理審査委員会において承認
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を受けた。その後平成 21 年度は国内４カ所
の調査を完了した。平成 22 年度は、調査施
設を広げ、調査を継続する予定である。米国
の大学病院における調査は、21 年より調査の
依頼を行い、倫理審査のため申請を提出して
おり、受諾された場合、平成 22 年度中に調
査を実施する。 

 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に経過している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
  
１）看護系大学院修了者支援プログラムの実

施と評価については順調に経過してお
り、最終成果を今年度中に公表する。 

２）看護系大学院修了者支援プログラムの精
練と展開―専門看護師が必要とする看
護管理者からの支援に関する予備調査
―については、国内調査を継続的に行い、
公表するとともに、国外調査については、
国外の研究協力者に依頼し、研究推進を
図る。 

 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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看護系大学院修了者のための支援プロ
グラム  
http://www.ad.-nursing-pg.jp/ 
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